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昭 

校名の由来 

白石区にある学校ということで、白石区の「白」に、

この字の持つ「清潔さ」「広大な北海道」「無限の可能性」

をイメージし、それに「陵」の字の「高く伸びていく」

イメージを加えて「白陵」とした。 

 

校章の由来 

 全体の形は、雄大な北海道と大地へ力強く羽ばたく若

人の翼をデザインした。３つの菱形を中心に伸びる３本

の線が作る形は、「実践・責任・和協」を校訓として、

大地にしっかりと根をおろし、自ら進んで困難を乗り越

え、未来に向かって躍進する若人の姿を表す。 

（デザイン 山本 美里 氏） 

 

自己の考えに基づき行動し、実践でき

る人間であることが必要であるととも

に、自分の言動への責任を意識すること

が大切である。また、人間は、共に社会

生活を営む人達に対する思いやりの気持

ちを持ち、協力しあえることが大切であ

る。 


